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	４．目標設定の考え方
	前項の個別目標は、基本計画にある２０１５年度の処理量目標（１０％削減）と基準年（2009年度）の処理量から、具体的な削減目標値を設定し、施策に反映させるものとします。（下表の、「減量目標までの削減量」を参照）
	５．資源化実施計画の構成
	資源化実施計画は、「実施計画総括表」（別表1）と「重点施策実施計画表」（別表２）の二部構成とします。
	「実施計画総括表」においては、基本計画の中間目標であるごみの１０％削減について、ごみの種類ごとの減量目標値を設定し、実績値により年度ごとの進捗状況を確認します。
	６．基本計画の進捗管理

